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Abstract
Culture is hard to define.  It also can be perceived only when it got formed and accepted 
by members of a society.  This paper aims to clarify processes of cultural transmission 
between societies, and adaptation of the culture by a receiving society.  The process often 
takes place in the order of importation, reception, diffusion, adaptation (plus exportation 
in cases).  We would like to discuss differences of extent to which the original culture is 
transformed, and why the differences occur among targeted cultures, and how easily/fast/far 
the transformation happens.  This paper firstly gives a glance at definitions and history of the 
word “culture,” and next examines three conceptual frameworks of cultural transmission/
transformation by Tetsunori Koizumi and by the author. The three models provide us with 
perspectives to understand and categorize various cultural transmission/transformation 
depending on the relationship between the sender/supplier and the receiver/demander of 
the culture transmitted.  Next, using the models above mentioned, we will study cases of 
food culture.  Finally, focusing on Japanese cuisines travelling abroad, the issues of autonomy, 
norms, openness, exclusiveness, and authenticity will be examined with the government’s 


























文化は 18 世紀まで、「改良」「開花」という意味で用いられてきた（定義 1）。たとえばフラ
ンスでは、13 世紀には “culture”はラテン語の “cultura”（耕作された土地）を意味していた。
18 世紀末になって「文化」として一般化したが、「文明」概念が優勢であったフランスでは、
文化の形容詞 culturel が用いられるのは、1929 年ドイツ語の訳語として逆輸入1 されてからで
ある。フランスにおいては、文化は未成熟な文明または文明の一部分ととらえられた。
イギリスにおいても、“culture”が「耕作」という意味から離れて現在に近い意味を持ち始





このような経緯を経て「文化」という言葉と概念が定着するが、19 世紀末から 20 世紀にか
けて、文化そのものが学問の対象となってくる。上述の二つの定義（「人間のすぐれた創造物、




























示したものとしたとして、幸泉哲紀の「文化移転と変容の型」（On the Forms of Cultural 
Transmission and Transformation）4 が参考になる。幸泉は、文化移転を「送り出し側の社会集団」





















































































































































最近日本食は世界中で人気を博している。145 カ国が参加した 2015 年のミラノ国際博覧
会では、約 2 億人の来場者のうち日本館にはおよそ 228 万人が殺到した（経済産業省および
euronews）。日本食レストランは 2006 年の約 2.4 万店から、2013 年に約 5.5 万店に倍増し、




















和食は 2013 年のユネスコ無形文化遺産に認定された。登録を目指しての活動は、2011 年設
立の「日本食文化の世界無形遺産登録に向けた検討会」から正式に始まり、2013 年に「『和食』





で検索すると随分低くなるが、それでも“washoku”で 162 万件、“nihonshoku”で 110 万件となっ
た。一方日本産業の海外展開を支援する JETRO のサイトでは、その組織の性質もあって「日
本食」のヒットが 26,700 件に対し、「和食」は 1,260 件にとどまった。農林水産省のサイトでは、
日本食が 6,730 件、和食が 2,480 件という結果となっている。海外では和食のほうが認知度が


























































































2 Oxford English Dictionary による定義は以下の通りである。
III. Extended uses (from branch I.).
6. Refinement of mind, taste, and manners; artistic and intellectual development. Hence: the arts and 
other manifestations of human intellectual achievement regarded collectively.（定義 2） 
7. a. Chiefly as a count noun. The distinctive ideas, customs, social behaviour, products, or way of life 






















施状況を審査する国連の女性差別撤廃委員会（CEDAW）は 2016 年 3 月 7 日、日本政府に対する勧告
を含む「最終見解」を公表したが、勧告の対象の一例は実質的な「夫婦同姓」の撤廃等である。これは
幸泉の枠組では「説得」にあたるが、様々なガイドライン同様罰則規定がないため、拘束力を持たない。
12 アメリカ合衆国のレストラン検索サイト Yelp で“matcha”を検索すると、マンハッタン近郊だけで




13 Zimmerman and Ueno, James Farrer, 池澤康などを参照されたい。
14 「ホンモノ」認定にかかわって、農林水産省による素材の地理的表示保護制度（GI）（2015）や、地域食
品ブランド表示制度（本場の本物）（2006）などがある。また、郷土食も「ホンモノ」の日本食として
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みなしてよいように思われる。EU では 1992 年に GI 制度が導入されており、スローフード運動も盛ん
である。スローフード運動については、西村・田林（2016）を参照されたい。
参考文献
FARRER, James, “Introduction: Traveling Cuisines in and out of Asia: Toward a Framework for 
Studying Culinary Globalization”The Globalization of Asian Cuisines: Transnational Networks and Culinary 
Contact Zones (Palgrave Macmillan: New York, 2015)
KOISUMI, Tetsunori, “On the Forms of Cultural Transmission and Transformation”龍谷大学『国際社
会文化研究所紀要』第 6 号（2004）
MatchaBar http://matchabarnyc.com/（2017/02/05 最終アクセス）
TYLOR, Edward Burnett, 1871, Primitive Culture: Researches Into the Development of Mythology, Philosophy, 
Religion, Art, and Custom 
“20 million people visited Milan Expo, a ‘huge successs’” Euronews 2015
　　http://www.euronews.com/2015/10/29/20-million-people-visited-milan-expo-a-huge-success/
　　（2017/02/05 最終アクセス）
Yelp, “Matcha” https://www.yelp.com/search?find_desc=matcha&find_loc=new+york+new+york&ns=1 
（2017/02/05 最終アクセス）
ZIMMERMAN and UENO, “California Rolls Drive Them to Distraction: Purists in Tokyo Want to Label 





















国、香港、台湾、韓国、米国、フランス、イタリア）（2013 年 3 月）
 http://www.jetro.go.jp/industry/foods/reports/07001256 （2017/02/05 最終アクセス）
文化の移動と翻案（田林）
－ 249 －
日本貿易振興機構（JETRO）「日本食品に対する海外消費者アンケート調査 - 6 都市比較編 - モスクワ・ホー






「NY で人気の抹茶ドリンク専門店『MATCHA BAR』が再登場 ドーナツも販売」
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